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当面の中央社会保険医療協議会の運営の在り方の見直しについて（案） 
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中央社会保険医療協議会了解 

 

 

（審議過程の一層の透明化について） 

 

○ 現在、中医協における審議は、総会、各部会及び各小委員会ともすべて公開

で行われているが、審議の過程において、非公開で協議が行われることがあっ

た。 

 

○ 具体的には、支払側委員及び診療側委員の意見の隔たりが大きいときに公益

委員が各側を別個に呼び込む場合や、中医協として意見書を取りまとめる際な

どに公益委員原案を各側に提示して意見を求める場合などがある。 

 

○ このような非公開の協議自体は、三者構成の下での合意形成過程として必要

なものであると考えるが、審議過程の一層の透明化を図る観点から、今後は、

このような非公開の協議を行った場合には、公益委員から、協議の経過につい

て、公開の場で報告することとする。 

 

 

（委員に公務員である旨の自覚を促すための対策について） 

 

○ 中医協委員のうち、公益委員の身分は非常勤の特別職国家公務員であり、公

益委員以外の委員は非常勤の一般職国家公務員であるが、これまでは、委員に

そのような自覚が希薄であったと言わざるを得ない。 

 

○ 今後は、委員に新しく就任した者は、自らが国家公務員であり、高い倫理を

保って行動する旨を宣誓することとする。 

 


